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3. 債権放棄の内容 

債権の種類 ：貸付金 

放棄する債権の金額 ：912 百万円 

実施日 ：平成 25 年 6 月 28 日 

 

4. 今後の見通し 

   債権放棄額のうち 619 百万円は、平成 25 年 3 月期までに貸倒引当金を計上済みであるため、  

債権放棄により新たに計上される損失の額は 293 百万円です。当社は、現時点において公表済み

の当期業績予想はありませんが、平成 25 年 3 月期の実績値を基準にすると、上記損失の当期業績

に与える影響は軽微であると見込まれます。 

 

以上 


